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英語 

 

Ⅰ 

多岐選択問題。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ基本的文法・構文・語彙の修得度の測定に

ある。 

 

Ⅱ 

多岐選択問題。会話文を用いた読解問題である。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ日常会

話表現を理解・活用する力、および会話の流れを論理的に把握する力の測定にある。 

 

Ⅲ 

多岐選択問題。長文を用いた読解問題であり、高校卒業までの学習内容で十分に対応可能で

ある。出題の意図は、文脈を捉え、論理的な思考に基づいて内容を理解する力の測定にある。 

 

Ⅳ 

Ａ：記述式の英作文問題。出題の意図は、短い口語的な日本文の内容を的確に英文に置き替え

る力（表現力）の測定にある。 

 

Ｂ：記述式かつ空所補充形式の英作文問題。出題の意図は、基本的語彙・文法・構文を活用する

力の測定にある。  



国語 

 

大問Ⅰの本文は橋元淳一郎『時間はどこで生まれるのか』。現代語に関する基礎的知識を問い

ながら、一定の分量の現代文の読解力を測った。 

 

大問Ⅱの本文は『徒然草』。基礎的な古典語知識、また古典文学史の知識を問いながら一定の

分量の古典語文の読解力を測った。  



日本史 

 

Ⅰ 

古代における律令国家の東北経営についての問題である。特に 7 世紀の前提となる時期と、

8 世紀末から 9 世紀にかけての桓武天皇による本格的な征服事業について、その流れを理解

しているかを問うている。 

 

Ⅱ 

室町時代の重要な歴史的事実である一揆について、特にその史料の理解を問う問題である。

教科書で紹介されている著名な史料について、きちんと目を通し理解しているかを確認する

問題となっている。 

 

Ⅲ 

江戸時代の元禄文化について、その代表的な文学や芸能、さらに庭園文化などについても理

解できているかを問う問題である。単に作者と作品名を結び付けるだけではなく、その内容や

時代との関連を確認することを目的としている。 

 

Ⅳ 

近代の日中戦争の開始期から 1945 年の戦争終結に至るまでの過程を、特に市民の社会生

活の変化を中心に問う問題である。政府が次々と出していく戦時体制への法令や動員への仕

組みなどを理解できているかを確認することを目的としている。 

  



世界史 

 

Ⅰ 

中世文化の特徴を、経済発展を背景とした十字軍や12世紀ルネサンスにともなう東西交流を

意識させることを目的とした。都市の成長と大学の成長を関連付け、記述式で問う問題とした。 

 

Ⅱ 

インドのイスラーム化を問う設問である。アフガニスタンから北インドへの進出に始まり、デリー

＝スルタン朝の設立を追ったのち、ムガル帝国の成立、ヒンドゥー教徒とイスラーム教徒の融和

を象徴する人頭税の免除、またその後の復活などに関する選択問題とした。 

 

Ⅲ 

中国の魏晋南北朝の文化に関する出題。この時代を代表する人物・作品・仏教・道教などに関

して、教科書に記載されている基本事項を把握しているかを問う。 

 

Ⅳ 

近代ヨーロッパでは啓蒙主義が普及してフランス革命における身分制の打倒に至るが、当のヨ

ーロッパが帝国主義の時代になると植民地の人民を抑圧するという複雑な歴史的展開につい

て、具体的な用語と共に理解しているか問う。  



政治経済 

 

Ⅰ 

世論とマスメディア、政治参加について基本的な知識を問う。 

 

Ⅱ 

公害と公害規制の歴史的変遷と環境問題について基本的な知識を問う。 

 

Ⅲ 

経済思想と国家観の関連について基本的な知識を問う。 

 

Ⅳ 

平和主義の意義、自衛隊と防衛政策および安保条約について基本的な知識を問う。 

  



数学 

 

１ 数学 A(場合の数)の範囲の知識と計算力をみる． 

２ 数学 II(対数)の範囲の知識と計算力をみる. 

３ 数学 II(複素数とその計算)の知識と計算力をみる.  

４ 数学 II(図形と方程式)の知識と計算力をみる． 

 

 

  



生物 

 

Ⅰ 代謝の基本、とくに異化の一種である呼吸と、酵素の基本的な性質や生理的意義について

問う。 

 

Ⅱ 多細胞生物の恒常性の維持におけるホルモンの役割、自律神経と心拍数の調節に関する

総合的な知識と理解を問う。 

 

Ⅲ 細胞周期および体細胞分裂の各段階に関する基礎知識を確認するとともに、DNA複製様

式や染色体の挙動について正確に理解しているかを問う。 

さらに、観察結果（各期の細胞数）をもとに分裂期の割合や各期の長さを推定するなど、実験

データを読み取り考察する力を評価する。 

 

Ⅳ 分子遺伝学の「セントラルドグマ」、なかでも「転写」と「翻訳」の基本的な理解を問う。 

  



化学 

 

Ⅰ 物質の構造に関する問題である。小問 1 は、原子の構造・電子配置・化学結合についての

基礎的な知識を問う。小問 2 は、電子式・分子の形についての知識を問う。 

 

Ⅱ 溶液の濃度と混合溶液に関する問題である。小問 1 は溶液の質量パーセント濃度を求め

る計算能力を、小問 2 は沈殿反応についての計算能力をみる。小問 3 は酸と塩基の水溶

液を混合して得られる溶液の pH を求める計算能力をみる。 

 

Ⅲ 化学反応の量的関係に関する問題である。小問 1 は亜鉛と硫酸が反応する化学反応式を

問う。小問 2は発生する気体の体積についての、小問3 は反応する亜鉛の質量を求める計

算能力をみる。小問 4 は化学変化の量的関係とグラフの関係についての知識を問う。 

 

Ⅳ 酸化還元反応に関する問題である。小問 1 は滴定指示薬についての、小問 2 は酸化剤と

還元剤のイオン反応式についての、小問 3 は酸化数の変化についての基礎知識を問う。小

問 4 は酸化還元反応の量的関係についての計算能力をみる。 

 

 


